
平成３０年度 中小企業団体等との意見交換会について 

 

日 時：平成３０年８月２１日（火） １４：００～１６：３０ 

場 所：北九州市 本庁舎 特別会議室Ｂ（３階） 

出席者：アドバイザー１名（大学教授）、中小企業団体４名、中小・小規模企業４名、 

金融機関、大学、労働団体各１名、ＦＡＩＳ、北九州市 

 

１ 次 第 

○開会あいさつ、出席者紹介及び産業経済局長挨拶 

○会議の趣旨説明（事務局より説明） 

○中小企業振興にかかる取組及び課題について（各参加者等より発表） 

・議題１ 事業承継対策 

・福岡県事業引継ぎ支援センターの講演 

・議題２ 人手不足対策 

（１）ＩＴ等を活用した生産性向上について 

（２）地元就職促進に向けた取組み 

・会議参加者による発表 

○フリーディスカッション、アドバイザーの意見 

 

２ 参加者の講演（発表）内容及び主な意見 

【議題１ 事業承継対策】 

・福岡県事業引継ぎ支援センターでは、毎月毎月相談件数がどんどん増えていて、ス 

タッフが足りない状態であり、後継者がいないということが深刻化しているという 

ことの裏返しである。 

・今ある中小企業３８５万社には１社当たり１５人従業員がいることになるが、生産 

年齢人口が減少する中、この人数を維持していくとなると、１７０万社になり、い 

わゆる２００万社がなくなるということになる。 

・中小企業庁によると、廃業した約２万９，０００社（年間）の約半分が経常利益が 

黒字であり、黒字なのに何でやめなければいけなかったのかということで、深刻な 

問題として国は非常に危惧している。 

・借金があると会社を引き継ぐことなど出来ないと誤解して、相談にも来ず廃業を選 

択する経営者がたくさんいる。 

・Ｍ＆Ａを行う企業が求めているのは「人」である。人がいない会社は、どんなに技 

術力があっても要りませんと言われることがある。 

・事業承継とは、事業を未来に向かって継続させるということ。 

・事業承継で一番大事なことは、「決める」ことである。いつ辞めるか、いつ渡すかと 

いうところを決めると、それに対してスピード感、時間軸が出てくる。 

・まずは、ピリオドを決めて、それに向かって、３年、５年、１０年かけてしっかり 

 と準備を進めていくのか本当の事業承継である。 

・Ｍ＆Ａでは、やはり債務超過の場合、可能性は低くなるため、福岡県事業引継ぎ支 



 援センターに相談があっても、実際に壇上に上げられるは２、３割で、あとは壇上 

に載せられないこともたくさんある。 

・事業承継をこれから行う人向けに勉強の場をもっと設けてもらったら良いのではな 

 いか。 

・会社を引き継いだ者としては、親が生きている間に引継ぎが出来て、かつまだ色々 

と相談できる状況にあるのでありがたいなと感じている。 

・熟練技能者の技術の承継をどのように行っていくかということも大変重要である。 

業界としてその技能・技術をどう残していくかということについて、中央会などの 

業界団体に注目していただきたいと考えている。 

・工業用の刃物の再研磨に関して、全国で組合組織を作っているが、技能検定を実施 

してメンバーの技能の承継を行い、業界全体としての技能のレベルをキープしてき 

た。 

しかしながら、受験者数の減少で毎年の継続が非常に難しくなっており、数年に１ 

回という方向性になっている。 

・１００年つなぐ企業というのは、誰が社長をやってもそれなりに上手くいくシステ 

ムというものが存在している。それぞれの中小企業において、会社が支持を受けて 

いる要因、習慣、風土、慣習などを改めて知って、組織的運営をしっかりと行って 

いく必要がある。 

 

【議題２ 人手不足対策】 

＜ＩＴ等を活用した生産性向上について＞ 

・パンの生産現場において、工程が職人にゆだねられていたものを、各工程ごとに標 

準時間を定めて時間割を作成し、その目標に向けて努力したところ、劇的に生産性 

が向上した。それぞれが更なる工夫を積み重ねることによって、１５人でやってい 

た作業が、１人、２人減っても現場は回っている。 

・ＩＴや機械を入れると、それに合わせてルールと仕組みが出来上がり、人が合わせ 

て動かなければなくなり柔軟性が低くなってしまう。ルールに合わせても人がきち 

んと動けるような仕組みを整備しないと、ＩＴ活用の効果はあまり得られないので 

はないか。 

・伝票関係がものすごく多くて、朝から晩まで事務員が入力している作業をＲＰＡを 

活用して２４時間で行う取組を開始した。 

・ＩＴ導入補助金に関して、昨年度はクラウドがものすごく推されたが、今年はもっ 

ぱらＲＰＡである。無料期間があるので、自分仕様でやってみてどれが一番良いか 

確かめて、自分達のニーズに合わせたものに固めていくのが良い。 

・ＩＴ導入補助金やもの補助は、補助金が出るから良いものにしましょうということ 

で、要らない投資になっていたりすることがある。支援機関もベンダーの言いなり 

にならないように勉強していく必要がある。 

 

 

・銀行のコールセンターにおいて、電話を受ける数の業務量をＡＩで予測し、必要人 



員の算出を同時に行うこととし、２０名のスタッフの出勤予定表の作成業務をＲＰ 

Ａ化した。 

２０名のうち４名程度が余剰となったため、その方々に新しいスキルを勉強してい 

ただいている。 

・労働生産性を向上させるために、分子の部分（販路開拓）も拡大していけるような 

取組も重要である。 

 

＜雇用の状況等＞ 

・８年前までは、１人のドライバーを募集するのに、１回の面接で３０人～５０人が 

来ていたが、ここ４、５年は１人を募集するのに３ヶ月来ないというのが今の現実。 

・人手不足は本当に悩ましいところで、求人を出しても、待てど暮らせど全く応募が 

ないような状態で、この２、３年で顕著にそれをすごく感じる。 

・マネージャークラスの人材確保のため、福岡県のプロフェッショナル人材拠点を活 

用させていただいた。 

・労働人口が減少していくが、視点を変えれば全然大丈夫なのではないかというふう 

に思っている。保育士を確保するため、自分達が子育てでフルタイム働けない保育 

士に対し、自分の子どもを連れてきて良いというふうにした途端、応募が相当増え 

た例がある。 

アイデア、やり方次第である。 

 

＜地元就職促進に向けた取組み＞ 

・地域の活動（少年野球）で関わる子どもに、将来自分の会社で働くようにずっと言 

ってきたら、１人会社に入ってきた。こういう活動も続けていく必要がある。 

・親も子供を地元に就職させたいが、地元の企業を全然知らない状況である。 

・高校生、できれば中学生くらいから地元企業に慣れ親しむ、触れ合う機会を設ける 

ことができればと思う。 

・親がどういう仕事をしているのか、実際に仕事をしている現場を見ることによって、 

 子ども自身の勉強にもつながり、地元への愛着、就職につながっていくのかなと思 

う。 

・「北九州商工会議所」と「北九州・下関まなびとぴあ」が連携して、「企業と大学と 

の情報交換会」を初めて開催する。地元企業の魅力を学生に日々接している教員の 

方達に知ってもらうことが目的である。 

・社員の知り合いに会社に入ってもらいたいという思いがある。その方が、辞めにく 

いというか、友達も知り合いもいて働きやすいとい環境になる。 

・体験型、体験入社を取り入れており、１週間とりあえず働いてもらって、業務内容 

や会社の雰囲気を肌で感じてもらって、自分に合う合わないの判断をしてもらう手 

順を取っている。 

・若い人に会社に残ってもらうためには、それを受け入れられる社内の体制と、今い 

る社員の人々にそのことをしっかり理解してもらう必要がある。 

・社員の子どもや家族、知り合いに、その会社で働きたいと言ってもらえるような会 



社を目指していきたい。そのためには、社内の体制、社風づくりが大切である。 

・高校の先生や大学の先生に、インターンシップを経験させる取組は面白い。地元企 

業と高校、大学とのパイプづくりを進めていくことは、このまちの仕組みとして大 

事である。 

 

＜外国人の活用＞ 

・外国人技能実習制度は、業種が限られており、廃棄物処理業は対象ではないため、 

もう少し緩和措置があればと思う。 

・最近の若者は、オフィスワークを志向して、現場で働いてくれる人がなかなかいな 

いため、外国人を雇用していかないと実務が回っていかない。 

・正社員として、ＣＡＤができるすごく優秀なベトナム人の方を採用する企業が出て 

きている。その人々が自国に帰った時に子会社を作ってもらえれば、既に信頼関係 

が出来ているので海外進出がしやすくなるのではないか。 

 

【事務局（まとめ）】 

・今回の意見を参考に、中小企業・小規模企業者の振興を図るための施策を適宜実施 

してまいりたい。 

・また、各団体においても、本日のご意見等を基に、色々な取組みを進めていただき 

たい。 

・ご要望、ご意見があれば、中小企業振興課まで連絡いただければ一緒に取り組ませ 

ていただきたい。 


